









米国では Immer& Christensen (1943)により，わが国では古くは，遠藤(1937)に




Christensen， Stakman & Immer (1929)， 和田， 深野(1937)，野津原 (1939)，竹上













































第 1表 赤かぴ病穣病歩合による 1515オオムギ品種の群別
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が，高度権病性品種 H.E.S.4の擢病歩合を100%としたときの羅病指数も SvanhalsC. 
1. 187 (11.6 %)，北大4号 (11.2%)および春星 00.3%)を除くと，すべて 10%以下
である.このことは，これらの品種は，環境にあまり影響されることなく，安定した抵抗

























かったと考えられる 1962年においても， 41 %以上の羅病歩合を示しているから， これら
の品種は本質的に赤かび病感受性品種といってもよかろう.
次に興味あることは.高度擢病性品種群に属する 34品種は水府，露30号，同32号，
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性を示した品種を， それぞれ10品種ずつあげると第7表の通りである. すなわち. 2条
第 7表 選ばれた2条種および6条種の赤かび病権病歩合
品 種 名 ゅの断歩合側 [品 種
名 I~条種2) の権病歩合(%)
1960年 1961年 1962年 1960年 1961年 1962年
KUSE 43 25.0 56.3 20.0 ;民 、・‘. ν 嬬 13.2 5.4 5.2 
Turkey 39 27.2 61.1 18.0 大樹大変 8.7 12.0 5.3 
Turkey 55 17.2 印.2 17.1 聖E 年 3.9 24.8 17.9 
Turkey 67 34.0 69.5 15.3 五畝四石崎1号 10.3 43.0 2.5 
Turkey 282 23.3 61. 8 30.5 早生坊生 4.6 15.4 16.6 
Turkey 319 42.8 57.7 28.7 神 堂 4.8 14.6 17.2 
Turkey 742 27.0 55.8 25.0 細麦 3 号 4.8 27.6 17.6 
Turkey 768 27.5 56.1 36.3 鷲 46 号 3.6 27.0 12.5 
露 14 号 29.5 65.2 19.8 Chevron 7.7 5.3 10.9 




種でも 1961年には 60"以上の極病歩合を示した品種があるが， これらは， 1962年には
20 "前後の穣病歩合しか示していない. また. 6条種でも 1960年には高度の抵抗性を示












内包 内包粒 | 骸
桓薮 歩合 歩合の範閤 | 総長記
? ?????
よょ竺lt;
高度抵抗性(23品種平均) 6924粒 6626粒 95.70967559-1∞.% 195似個 93.90 負6
普通抵抗性(39品種平均) 11377 8860 77.88 5.48-ー1∞. 24918 73.01 
中間性(97品種平均〉 27285 15607 57.19 3.66--98.59 39460 48.21 






10穂. 6条種は5穂を任意に採り. 1粒ずつ残留荊骸数を調査し. 1個でも柄骸を内包し
た粒は病巌内包粒として計算した.
Dick回 n，Johann & Wineland (1921)は， コムギの赤かび病菌は額よりはみ出した病























により，また地域によって感染歩合が違うことを報告し， Hanson， Ausemus & Stakman 



























































6) それぞれの品種について並渦性， 稗および琶の長短， 皮楳性， 粒色および穂密度
などを調査したが，赤かび病抵抗性との関係は認められなかった.
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